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新着図書 

・中学生に贈りたい心の詩 40 

(水内喜久雄 編著) 

・手編み靴下研究所 

(林ことみ 著) 

・ そ ろ そ ろ ス マ ー ト フ ォ ン

Android 編 

(NHK 出版 編)   ほか 

『江戸の子ども ちょんまげのひみつ』 

菊地ひと美 作（偕成社) 

 江戸時代の男性といえば、「ちょんまげ」。お

侍さん以外も、ほとんどの方がこの髪型です。

子どものころから頭を剃って髪を結い、「まげ」

へと整えていきました。女の子も頭を剃ってい

たようですよ。 

『アザラシ流氷の海へ』 

廣崎芳次 文／原志利 写真(小峰書店) 

 紋別市にある「オホーツクとっかりセンター」

は、日本で唯一アザラシだけを飼育する水族

館なのだそうです。お母さんとはぐれた赤ちゃ

んアザラシを保護し、育て、海へかえす活動を

紹介しています。 


